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過
ご
し
や
す

い
気
候
と
な
っ

た
と
い
う
こ
と

で
、キ
ャ
ン
プ

に
出
か
け
て
き

ま
し
た
。
な
ん

と
平
日
に
。
星
空
の
下
、焚

き
火
を
眺
め
な
が
ら
、肉
を

焼
き
、ご
飯
を
炊
き
、コ
ー

ヒ
ー
を
ド
リ
ッ
プ
し
て
、夜

な
夜
な
語
り
ま
し
た
。
翌
朝

は
夜
明
け
前
に
起
き
、ま
た

ご
飯
を
炊
き
、食
後
の
コ
ー

ヒ
ー
も
飲
ん
で
、無
事
に
定

時
出
勤
。
そ
の
後
、さ
ほ
ど

疲
れ
を
感
じ
る
こ
と
も
な

く
、心
は
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
さ

れ
、清
々
し
い
一
日
に
▼
文

明
が
進
む
と
、生
活
は
便
利

に
な
り
、ま
す
ま
す
楽
に
な

り
ま
す
。
そ
れ
な
の
に
な

ぜ
、わ
ざ
わ
ざ
不
便
な
ア
ウ

ト
ド
ア
で
キ
ャ
ン
プ
飯
を
食

べ
る
と
美
味
し
く
、楽
し
い

の
で
し
ょ
う
。
不
思
議
で
す

▼
読
書
の
秋
、「
荒
野
の
呼
び

声
」を
再
々
読
し
て
い
ま
す
。

氷
原
を
走
る
橇
を
引
く
犬
の

物
語
。
主
人
公
パ
ッ
ク
は
、

な
か
な
か
の
橇
犬
。
ラ
イ
バ

ル
と
の
た
た
か
い
に
勝
利
し

て
、リ
ー
ダ
ー
に
な
り
、主
人

か
ら
の
信
頼
も
厚
く
、誇
り

を
持
っ
て
橇
を
引
っ
張
り
ま

す
。
時
代
は
ゴ
ー
ル
ド
ラ
ッ

シ
ュ
、主
人
は
金
を
求
め
、犬

に
橇
を
引
か
せ
て
い
る
の
で

す
が
、犬
た
ち
は
金
の
存
在

な
ど
知
ら
ず
、犬
ど
う
し
競

わ
さ
れ
、ほ
ん
の
少
し
の
餌

の
た
め
に
、ひ
た
す
ら
橇
を

引
い
て
い
き
ま
す
。
百
年
以

上
前
の
作
品
で
す
が
、ま
る

で
現
代
社
会
の
縮
図
。
政
財

界
が
着
々
と
学
校
の
市
場
化

を
進
め
る
一
方
、現
場
で
は

教
職
員
が
目
の
前
の
膨
大
な

仕
事
に
忙
殺
さ
れ
て
い
る

…
…
▼
物
語
の
最
後
、強
欲

な
主
人
は
氷
の
下
に
橇
ご
と

沈
み
、難
を
逃
れ
た
パ
ッ
ク

は
、大
自
然
の
中
で
自
分
の

中
に
狼
の
血
が
流
れ
て
い
る

こ
と
に
目
覚
め
、も
う
飼
い

慣
ら
さ
れ
た「
犬
」で
は
な

く
、本
来
の「
狼
」に
戻
っ
て

い
き
ま
す
。
キ
ャ
ン
プ
に
行

き
た
く
な
る
の
は
、も
し
か

し
た
ら
、私
た
ち
の
中
に
も

「
狼
」が
い
る
か
ら
で
し
ょ

う
。現
場
の
喧
騒
か
ら
離
れ
、

ま
た
自
然
の
中
に
出
か
け
た

く
な
っ
て
き
ま
し
た
。「
狼
」

に
会
い
に
。

視 座

　

静
岡
県
人
事
委
員
会
は
13
日
、２
０
２
３
年
度
の
県
職
員

の
月
給
と
ボ
ー
ナ
ス
を
昨
年
に
引
き
続
き
引
き
上
げ
る
よ

う
、議
会
と
知
事
に
勧
告
し
ま
し
た
。

様
な
働
き
方
の
具
体
的
検
討

を
進
め
る
必
要
が
あ
る
と
し

ま
し
た
。

　

精
神
疾
患
に
よ
る
長
期
療

養
者
が
６
年
連
続
増
加
し
深

刻
な
状
況
で
あ
り
、そ
の
防
止

は
喫
緊
の
課
題
で
あ
る
と
し

て
、心
の
健
康
づ
く
り
や
ハ
ラ

ス
メ
ン
ト
防
止
対
策
の
推
進
に

つい
て
言
及
し
ま
し
た
。

　

勧
告
は
、１
９
９
７
年
以
来

の
高
水
準
か
つ
す
べ
て
の
級・

号
給
の
改
定
、一
時
金
の
引
き

上
げ
分
を
期
末
手
当
に
配
分

す
る
こ
と
は
、私
た
ち
の
運
動

の
成
果
と
し
て
評
価
で
き
ま

す
。
通
勤
手
当
の
支
給
限
度

額
の
引
き
上
げ
や
会
計
年
度

任
用
職
員
の
勤
勉
手
当
の
新

設
に
も
触
れ
て
い
ま
す
。
し

か
し
、物
価
高
騰
の
も
と
、こ

の
程
度
の
賃
上
げ
で
は
、生
活

改
善
に
は
つ
な
が
り
ま
せ
ん
。

高
教
組
は
、引
き
続
き
公
務

員
賃
金
の
大
幅
引
き
上
げ
を

行
う
よ
う
求
め
て
い
き
ま
す
。

　

教
職
員
の
多
忙
化
の
解
消

に
関
し
て
は
、月
１
０
０
時
間

や
月
45
時
間
を
超
え
た
教
職

員
の
割
合
が
増
え
続
け
て
い

ま
す
。
従
来
の
手
法
を
繰
り

返
す
だ
け
で
は
限
界
が
あ
る

の
は
誰
の
目
に
も
明
ら
か
で

す
。「
給
特
法
」「
標
準
法
」改

正
要
求
と
と
も
に
、支
援
員
ス

タ
ッ
フ
の
充
実
や
教
育
課
程

編
成
の
見
直
し
な
ど
で
き
る

こ
と
か
ら
進
め
て
い
く
こ
と
が

大
切
で
す
。

　

勧
告・
報
告
は
自
身
が
言

う
よ
う
な「
公
務
の
魅
力
を

取
り
戻
す
」と
言
え
る
内
容

　

勧
告
で
は
、大
卒
初
任
給

を
１
万
７
百
円
、高
卒
初
任

給
を
１
万
２
千
円
引
き
上
げ

ま
す
。
若
年
層
に
重
点
を
置

き
、全
て
の
給・
号
給
の
給
料

月
額
を
引
き
上
げ
る
と
し
て

い
ま
す
。

　

特
別
給（
ボ
ー
ナ
ス
）は
、期

末
手
当
及
び
勤
勉
手
当
を
0.05

月
分
ず
つ
引
き
上
げ
て
、年
間

4.50
月
と
す
る
よ
う
求
め
ま
し

た
。

　

職
員
の
勤
務
条
件
等
に
関

す
る
諸
課
題
及
び
対
応
に
つい

て
で
は
、冒
頭
初
め
て「
人
材

の
確
保
」の
項
目
を
立
て
、近

年
の
職
員
採
用
試
験
の
受
験

者
数
の
減
少
傾
向
、一
部
定
員

割
れ
の
状
況
に
危
機
感
を
表

明
。
試
験
制
度
の
改
善
や
仕

事
の
魅
力
への
理
解
を
深
め
る

よ
う
な
広
報
活
動
、給
与
の

改
善
な
ど
勤
務
条
件
の
向
上

な
ど
に
と
り
く
む
よ
う
求
め

ま
し
た
。

　

過
度
な
時
間
外
労
働
の
是

正
で
は
、２
０
２
２
年
度
の
時

間
外
勤
務
の
上
限
の
特
例
で

あ
る
月
１
０
０
時
間
等
を
超

え
た
職
員
は
５
６
９
人
で
前

年
度
よ
り
大
幅
に
増
加
し
た

こ
と
は
遺
憾
で
あ
る
と
し
て
、

対
策
を
求
め
ま
し
た
。
教
職

員
で
は
全
職
員
の
２
割
を
超

え
て
、さ
ら
に
増
え
て
い
る
と

報
告
。
ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン

ス
の
実
現
、教
職
員
の
多
忙
化

の
解
消
、子
育
て
支
援
や
多

月例給・ボーナス
ともに引上げ

～県人事委員会勧告～

このままでは学校がもたない！
～全教などが集会・パレード～

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
採
用
試

験
の
前
倒
し
な
ど
の
小
手
先

の
手
段
で
は
な
く
、「
地
域
の

『
公
共
』を
取
り
戻
す
」と
い

こ
の
ま
ま
で
は  

学
校
も
た
な
い（
こ
の
ま
ま
で
は
学
校
も
た
な
い
）

　

毎
日
い
き
い
き  

働
き
た
い（
毎
日
い
き
い
き   

働
き
た
い
）

増
や
し
た
い
の
は 

先
生（
先
生
） 

増
や
し
た
い
の
は  

笑
顔（
笑
顔
）

　

現
場
の
願
い
は
何
だ（
こ
れ
だ
） 〈
同
時
に
プ
ラ
カ
ー
ド
を
掲
げ
る
〉

う
目
標
を
定
め
、公
務
の
や
り

が
い
と
仕
事
に
専
念
で
き
る

労
働
条
件
を
実
現
さ
せ
る
べ

き
で
す
。

静岡県 人事委員会が勧告（10/13）
○給与勧告のポイント
１　月例給
　（１）給与較差　3,169円（0.84％）
　（２）給与改定
　　　大卒程度試験に係る初任給を10,700円、
　　　高卒程度試験に係る初任給を12,000円引上げ

２　期末・勤勉手当
　　年間支給割合を0.10月分引上げ（期末・勤勉手当に反映）
　　4.40月（期末2.40月、勤勉2.00月）
　　　➡4.50月（期末2.45月、勤勉2.05月）
　　※再任用職員　年間支給割合を0.05月分引上げ
　　　（期末・勤勉手当に反映）
　　2.30月（期末1.35月、勤勉0.95月）
　　　➡2.35月（期末1.375月、勤勉0.975月）

日　時　2023年11月25日（土） 26日（日）
会　場　静岡県男女共同参画センター 「あざれあ」
　　　　１１月２５日（土）９：３０～受付開始
　　　　10：00 ～ 12：00 記念講演（大会議室）
記念講演　渡部  達也さん（NPO法人　ゆめ・まち・ねっと　代表）
　　　　　「富士市子どもの権利条例」 策定と居場所づくり
　　　　　～すべての子どもに楽しさを保障するために、
　　　　　　そろそろ学校も福祉の視点を持ちませんか～
≪静岡県教職員互助組合高校支部　教育講演会≫
　自由な外遊び環境を保障する「冒険遊び場たごっこパーク」、放課後の居場所「おもしろ荘」、自宅を改装した
「みんなの家むすびめ」を運営。生きづらさを抱えた子ども・若者が集う居場所づくりのとりくみを紹介します。
　子どもや保護者との関係に悩んだり、管理とケアのはざまで苦しんだりしているあなたに、「新しい視点」に気付
き、明日からの実践に活力を与えてくれる渡部さんのお話を、ぜひ聴いてほしいです。

申し込みは、静岡高教組へ　e-mail  info@s-koukyouso.jp　☎（054）254-6900　FAX（054）254-0814

第16回 静岡県教育のつどい

銀
座
パ
レ
ー
ド
が
行
く

　

秋
晴
れ
の
10
月
７
日
、買

い
物
客
な
ど
で
に
ぎ
わ
う
、

東
京
・
銀
座
に
音
楽
と
コ
ー

ル
が
響
き
ま
す
。
ち
ょ
っ
と

年
齢
層
高
め
の
サ
ウ
ン
ド
デ

モ
。
私
た
ち
静
岡
高
教
組
が

所
属
す
る
全
日
本
教
職
員
組

合
な
ど
７
団
体
は
、「
こ
の
ま

ま
で
は
学
校
が
も
た
な
い
！

教
育
予
算
を
増
や
し
て
せ
ん

せ
い
ふ
や
そ
う
」と
ア
ピ
ー

ル
す
る
パ
レ
ー
ド
を
実
施
し

ま
し
た
。
外
国
人
観
光
客
も

ス
マ
ホ
で
動
画
を
撮
る
な
ど

注
目
を
集
め
ま
し
た
。

制
度
改
革
・
法
改
正
を

　

パ
レ
ー
ド
に
先
立
つ
集
会

で
は
、20
人
の
教
育
研
究
者

有
志
が
呼
び
か
け
た「
教
員

の
長
時
間
勤
務
に
歯
止
め
を

か
け
、豊
か
な
学
校
教
育
を

実
現
す
る
た
め
の
署
名
」の

と
り
く
み
な
ど
を
交
流
し
ま

し
た
。

　

主
催
者
あ
い
さ
つ
で
全

教
・
宮
下
委
員
長
は
、先
日
文

科
省
が
発
表
し
た
不
登
校
児

童
・
生
徒
数
の
増
加
、い
じ

め
・
暴
力
件
数
が
過
去
最
多

と
な
っ
た
こ
と
を
危
惧
。「
子

ど
も
の
思
い
に
寄
り
添
う
に

は
、長
時
間
勤
務
の
抑
制
が

必
要
。
そ
の
た
め
に
は
残
業

代
を
支
払
う
仕
組
み
こ
そ
実

効
性
あ
る
手
だ
て
だ
。
今
こ

そ
制
度
を
変
え
よ
う
」と
訴

え
ま
し
た
。

　

続
い
て
署
名
呼
び
か
け
人

の
１
人
で
あ
る
中
嶋
哲
彦
・

愛
知
工
業
大
学
教
授
が
講

演
。
教
員
の
長
時
間
勤
務
の

問
題
点
と
し
て
、①
時
間
外

勤
務
の
上
限
超
え
が
常
態

化
、②
病
気
休
職
、③
不
十
分

な
授
業
準
備
、子
ど
も
の
困

難
に
向
き
合
え
な
い
、④
教

員
志
願
者
の
減
少
を
指
摘
。

そ
の
改
善
に
は
、「
勤
務
時
間

制
限
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
が
組
み

込
ま
れ
た
勤
務
時
間
管
理
制

度
の
確
立
、時
間
外
勤
務
に

対
す
る
正
当
な
報
酬
の
支
払

い
が
必
要
」と
強
調
。
さ
ら

に
、教
員
の
増
員
、給
与
の
水

準
の
向
上
な
ど
も
求
め
ま
し

た
。
そ
の
た
め
に
、給
特
法

の
抜
本
改
正
と
義
務
標
準
法

の
改
正
の
具
体
的
方
向
性
に

つ
い
て
、法
律
の
歴
史
的
経

過
を
ふ
ま
え
な
が
ら
提
起
し

ま
し
た
。

　

次
に
、教
員
、大
学
生
や
弁

護
士
な
ど
６
人
の
リ
レ
ー

ト
ー
ク
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

共
同
の
力
で
教
育
危
機
打
開

　

集
会
の
最
後
に
、全
教
・
檀

原
書
記
長
が
行
動
提
起
。
教

員
の
働
き
方
が
話
題
と
な

り
、給
特
法
改
正
が
政
治
日

程
に
上
っ
て
い
る
今
が
が
ん

ば
り
ど
こ
ろ
。
各
地
で
学
習

会
を
開
催
し
、教
育
委
員
会

や
議
員
要
請
、署
名
の
50
万

人
目
標
を
達
成
し
よ
う
と
呼

び
か
け
ま
し
た
。

　

ま
た
、全
教
は
教
育
危
機

の
打
開
へ
、「
教
職
員
定
数
の

抜
本
的
改
善
を
」な
ど
７
つ

の
提
言
を
発
表
し
ま
し
た
。

QRコードからも
申し込みできます
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久
保
山
忌

　

非
核
の
世
界
に

舟
を
漕
ぐ　

　

１
９
５
４
年
3
月
1
日
、

焼
津
の
第
五
福
竜
丸
が
ビ
キ

ニ
環
礁
で
の
ア
メ
リ
カ
の
水

爆
実
験
で
被
ば
く
、9
月
23

日
、無
線
長
の
久
保
山
愛
吉

さ
ん
が
亡
く
な
り
ま
し
た
。

69
回
目
の
命
日「
焼
津
の
つ

ど
い
」で
は
、静
岡
大
学
名

誉
教
授
の
山
本
義
彦
氏
が
、

「
歴
史
を
切
り
開
い
た
第
五

福
竜
丸
」と
題
し
、講
演
し

ま
し
た
。

再
軍
備
を
望
む
圧
力

　

戦
後
、ア
メ
リ
カ
は
日
本
を

「
反
共
の
防
波
堤
」と
し
て

単
独
占
領
す
る
た
め
に
ソ
連

参
戦
前
に
原
爆
投
下
、天
皇

制
を
容
認
、ナ
チ
ズ
ム
の
反

省
か
ら
対
日
賠
償
も
請
求

し
な
か
っ
た
。

　

１
９
５
２
年
4
月
、サ
ン
フ

ラ
ン
シ
ス
コ
講
和
条
約
調

印
、占
領
終
結
。
全
面
講

和
を
望
む
国
内
世
論
を
無

視
し
て
ア
メ
リ
カ
と
の
片
面

講
和
を
押
し
切
り
、密
か
に

「
日
米
安
保
条
約
」調
印
。

「
日
米
行
政
協
定
」で
米
軍

の
日
本
で
の
活
動
、沖
縄
の

植
民
地
支
配
継
続
を
承

認
。

　

旧
軍
指
導
者
は
日
本
の

再
軍
備
を
要
求
し
続
け
て

い
た
が
、１
９
５
０
年
に
始
ま

る
朝
鮮
戦
争
に
よ
る
特
需

で
不
況
回
復
。
53
年
の
休

戦
協
定
締
結
後
、財
界
も

同
調
し「
日
米
経
済
提
携

懇
話
会
」と
し
て
、「
軍
事
空

白
の
解
消
」「
経
済
復
興
の

手
段
と
し
て
軍
拡
と
対
米

軍
事
協
力
」を
要
請
継
続
。

自
衛
隊
創
設

　

１
９
５
０
年
６
月
に
朝
鮮

戦
争
が
開
戦
す
る
と
、
戦

争
協
力
の
補
助
部
隊
を
要

求
さ
れ
、
50
年
８
月
「
警

察
予
備
隊
」
創
設
。
52
年

10
月
「
保
安
隊
」
に
改
称
、

１
９
５
４
年
７
月
１
日
、「
自

衛
隊
」
に
発
展
。
警
察
権

限
の
枠
内
の
制
限
は
あ
る

が
、
武
器
生
産
禁
止
規
制

緩
和
、
兵
器
の
修
理
や
ナ

パ
ー
ム
弾
も
生
産
開
始
。
57

年
の
砂
川
事
件
の
伊
達
判
決

「
自
衛
隊
は
違
憲
」
を
覆

し
、
59
年
12
月
、
米
軍
基

地
も
「
固
有
の
自
衛
権
」

と
最
高
裁
で
合
憲
判
決
。

政
治
的
中
立

　

１
９
５
４
年
、国
家
を
排

除
し
市
民
主
導
の
教
育
の

た
め
の「
教
育
委
員
会
法
」

を
改
正
、公
選
制
か
ら
任
命

制
に
切
り
替
え
。５
月
、「
教

育
の
政
治
的
中
立
の
確
保

に
関
す
る
臨
時
措
置
法
」成

立
。
元
は「
教
職
員
に
対
し

て
、生
徒
向
け
に
特
定
の
政

党
等
を
支
持
さ
せ
、ま
た
は

こ
れ
に
反
対
さ
せ
る
教
育
を

行
う
こ
と
を
教
唆
し
、ま
た

は
煽
動
し
て
は
な
ら
な
い
」

と
、公
立
学
校
、学
校
法
人

な
ど
の
教
育
組
織
体
の
中

立
が
趣
旨
だ
っ
た
が
、個
々
の

教
員
の
問
題
に
転
化
、締
め

付
け
強
化
。

二
大
政
党
制

　

１
９
５
５
年
、日
本
共
産

党
も
派
閥
を
統
一、日
本
社

会
党
左
右
両
派
が
合
同
、保

守
政
党
も
合
同
し
て「
自
由

民
主
党
」を
結
成
。
憲
法

改
正
を
党
是
と
す
る
改
憲

勢
力
自
民
党
と
、護
憲
派
勢

力
社
会
党・共
産
党
ブ
ロッ
ク

の「
二
大
政
党
制
」の
時
代

に
な
る
が
、実
際
の
議
席
占

有
率
は
２
：
１
。

原
子
力
の
平
和
利
用
?

　

そ
こ
に
、１
９
５
４
年
３
月

１
日
、ビ
キ
ニ
事
件
。
被
爆

し
た
船
１
４
２
２
隻
、漁
獲

物
を
廃
棄
し
た
船
９
９
２

隻
。

　

そ
の
翌
日
３
月
２
日
、原

子
力
開
発
予
算
上
程
、12

月
19
日「
原
子
力
基
本
法
」

成
立
。「
原
子
力
の
平
和
利

用
」を
う
た
い
、学
者
も
賛

同
。

平
和
な
時
に
核
の
被
害

　

9
月
23
日
、久
保
山
愛
吉

氏
が
死
去
。
ア
メ
リ
カ
は

「
見
舞
金
」で
決
着
。
こ
れ

に
国
民
の
不
安
と
怒
り
が

爆
発
、各
地
で
核
兵
器
禁
止

要
請
署
名
、市
議
会
で
核
実

験
抗
議
と
禁
止
の
要
請
決

議
、原
水
爆
禁
止
署
名
運

動
が
沸
き
上
が
る
。

　

こ
れ
ら
が
起
爆
剤
と
な

り
、母
親
大
会
や
基
地
闘

争
、平
和
運
動
、労
働
組
合

運
動
も
争
議・闘
争
が
活
発

化
、公
害
問
題
への
市
民
レ
ベ

ル
の
運
動
も
盛
り
上
が
り
、

憲
法
を
社
会
に
生
か
す
運

動
へ
発
展
、１
９
６
０
年
代

70
年
代
の
社
会
運
動
形
成

の
要
因
と
な
る
。

　

政
府
も
明
文
改
憲
を
控

え
、解
釈
改
憲
と
経
済
成
長

追
及
路
線
に
転
換
、軍
事
に

頼
ら
な
い
産
業
構
造
が
定

着
。

　
「
第
五
福
竜
丸
事
件
」が

な
か
っ
た
ら
、憲
法
改
正
は

も
っ
と
早
く
進
ん
で
い
た
か

も
し
ま
せ
ん
。

９
月
23
日  

久
保
山
愛
吉
氏
追
悼
焼
津
の
つ
ど
い  

山
本
義
彦
さ
ん

　

10
月
14
日
土
曜
日
、磐
田
市
で
、「
静
岡
県
平
和
展
・
戦
争
展
交
流
会
」
が
開
か
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
県
内
で
「
平
和
展
」「
戦
争
展
」
に
取
り
組
む
団
体
が
集
ま
り
情
報
交
換
す
る
取
り

組
み
で
す
。
今
年
は
、
東
は
富
士
市
か
ら
西
は
浜
松
市
ま
で
県
内
９
つ
の
市
区
町
村
か
ら
、

二
十
数
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

夏
の「
平
和
展
」「
戦
争

展
」、「
平
和
講
座
」や「
憲
法

カ
フ
ェ
」、「
原
爆
と
人
間
展
」、

「
中
村
哲
さ
ん
写
真
展
」、

「
戦
争
体
験
者
の
声
を
聴
く

会
」、映
画
会
等
の
企
画
、実

施
。
地
元
中
学
生
や
高
校
生

の
広
島・長
崎
派
遣
、平
和
行

進
、ピ
ー
ス
ウ
ォ
ー
ク
、ス
タ
ン

デ
ィ
ン
グ
、平
和
ニュ
ー
ス
の
発

行
、ア
ー
ト
や
音
楽
、演
劇
、朗

読
等
々
、様
々
な
形
で
活
動
を

行
っ
て
い
る
取
り
組
み
が
報
告

さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、地
域
の
小
学
校
や

中
学
校
へ
足
を
運
び
、ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
と
し
て
若
い
人
を
イ
ベ

ン
ト
に
誘
い
、一
緒
に
取
り
組

む
等
の
工
夫
や
、抱
え
る
様
々

な
悩
み
や
問
題
も
共
有
さ
れ

ま
し
た
。

　

会
場
問
題（
本
来
、優
先
さ

れ
て
も
よ
い
市
の
平
和
展
も
、

抽
選
で
会
場
を
押
さ
え
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
の
で
す
）、資

金
問
題
、後
継
者
問
題（
こ
の

日
に
集
ま
っ
た
参
加
者
も
そ

の
ほ
と
ん
ど
が
60
代
以
上
、

次
世
代
に
ど
う
継
承
す
る

か
が
ど
の
地
域
も
大
き
な
問

題
）、資
料
や
作
品
の
管
理
問

題（
デ
ジ
タ
ル
化
し
て
共
有
し

て
い
こ
う
と
い
う
提
案
が
な
さ

れ
ま
し
た
が・・・）等
々
、ど
れ

も
急
務
の
課
題
で
は
あ
り
ま

す
が
、一朝
一夕
で
解
決
す
る
問

題
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。

　

そ
も
そ
も
、こ
の
よ
う
な

手
間
も
暇
も
お
金
も
か
か
る

地
域
に
お
け
る
平
和
の
た
め

の
取
り
組
み
が
、何
故
、必
要

な
の
で
し
ょ
う
。
報
告
の
中

で
、市
長
や
市
役
所
員
も
毎

年
、平
和
行
進
に
参
加
し
た

歴
史
を
持
つ
地
域
や
、小
学

生
の
時
に
広
島
に
派
遣
さ
れ

た
子
ど
も
が
再
び
地
域
に
も

ど
っ
て
一
緒
に
取
り
組
ん
で
い

る
町
、平
和
の
取
り
組
み
が
三

島
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
闘
争
と
い
う

市
民
運
動
と
な
っ
て
大
き
な

力
を
生
み
、町
ぐ
る
み
で
撥

ね
返
し
た
歴
史
を
持
つ
地
域

等
も
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

　
「
防
衛
力
」増
強
が
求
め
ら

れ
る
時
代
の
中
で
、こ
う
し

た
地
域
の
歴
史
を
掘
り
起
こ

し
て
学
び
直

し
、次
の
世

代
に
継
承
し

て
い
く
こ
と

が
今
ほ
ど
問

わ
れ
て
い
る

時
代
は
な
い

の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
人
は

集
団
と
な
る
と
、と
も
す
る

と
個
が
失
わ
れ
、集
団
の
論

理
に
突
き
動
か
さ
れ
、考
え

ら
れ
な
い
こ
と
も
し
て
し
ま

う
。
こ
の
夏
、話
題
と
な
っ

た
映
画「
福
田
村
事
件
」は

１
０
０
年
前
の
関
東
大
震
災

時
に
朝
鮮
人
、中
国
人
、被
差

別
部
落
出
身
者
、社
会
主
義

者
の
多
く
の
無
辜
の
人
々
が

デ
マ
と
排
外
主
義
で
一
般
の

人
々
に
よ
り
虐
殺
さ
れ
て
し

ま
っ
た
こ
と
を
描
い
た
も
の

で
し
た
。

　

人
間
は
弱
い
存
在
で
、食
べ

る
も
の
が
無
か
っ
た
り
、情
報

が
操
作
さ
れ
た
り
す
る
状
況

の
中
だ
と
、個
人
で
正
し
い
判

断
を
す
る
の
は
非
常
に
難
し

い
。
し
か
し
、一
方
で
人
は
、他

人
の
た
め
に
自
己
犠
牲
を
お

か
し
て
も
互
い
に
助
け
合
い
、

豊
か
な
文
化
を
作
り
上
げ
る

こ
と
が
で
き
る
と
い
う
矛
盾

し
た
存
在
で
も
あ
り
ま
す
。

誰
も
が
尊
重
さ
れ
、平
和
で

豊
か
な
社
会
を
つ
く
る
た
め

に
は
、そ
こ
に
住
む
人
の
不
断

の
学
び
と
取
り
組
み
が
必
要

な
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

（
清
水
東　

山
口
良
二
）

「
歴
史
を
切
り
開
い
た
第
五
福
竜
丸
」

　

こ
の
映
画
の「
愛
国
心
」

は
、日
本
が
侵
し
た
戦
争

や
植
民
地
支
配
で
周
辺

諸
国
に
も
た
ら
し
た
蛮
行

は
な
か
っ
た
と
子
ど
も
た

ち
に
教
え
る
心
を
指
す
。

権
力
者
が
な
り
ふ
り
構
わ

ず
教
育
の
現
場
に
大
き
な

影
響
力
を
与
え
て
い
る
こ

と
を
映
し
出
す
。

　

さ
ま
ざ
ま
な
過
去
、現

在
の
出
来
事
の
映
像
は
観

る
者
に
た
た
み
か
け
る
よ

う
に
迫
っ
て
く
る
。
そ
の

こ
と
を
い
く
つ
か
を
紹
介

し
た
い
。

　

１
つ
は
日
本
書
籍
の
倒

産
。「
新
し
い
歴
史
教
科

書
を
作
る
会
」な
ど
が
、戦

争
中
に
行
っ
た
と
日
本
の

犯
罪
を
記
述
す
る
こ
と
を

「
自
虐
史
観
」と
し
、特
に

従
軍
慰
安
婦
を
教
科
書

か
ら
消
そ
う
と
す
る
。
そ

れ
に
屈
し
た
文
科
省
が
検

閲
で
書
き
直
し
を
命
じ

た
。
編
集
部
の
池
田
剛
さ

ん
ら
は
加
害
の
歴
史
は

は
っ
き
り
書
く
こ
と
に
こ

だ
わ
り「
慰
安
婦
」と
い
う

言
葉
を
残
し
た
。
そ
の
結

果
、２
０
０
１
に
年
今
ま
で

23
区
す
べ
て
が
採
用
し
て

い
た
日
本
書
籍
の
教
科
書

が
、21
区
で
採
用
さ
れ
な

か
っ
た
の
だ
。

　

2
つ
目
は
、中
学
校
社

会
科
教
員
平
井
美
津
子

さ
ん
。
大
阪
府
の
教
員
に

な
っ
て
近
現
代
史
の
重
要

性
を
認
識
し
、教
科
書
に

沿
って
授
業
を
し
て
き
た
。

た
だ
、考
え
る
授
業
を
す

る
た
め「
日
本
が
戦
争
を

す
る
よ
う
に
な
っ
た
ら
、み

ん
な
は
ど
う
す
る
」と
い

う
問
を
発
し
、話
し
合
わ

せ
た
。
そ
の
中
で
慰
安
婦

問
題
も
考
え
さ
せ
た
。

「
兵
士
に
な
っ
た
ら
女
性

を
女
性
と
思
わ
な
い
人
に

な
る
の
か
」と
。
そ
の
よ
う

な
実
践
を
あ
る
通
信
社

が
取
材
し
、新
聞
に
掲
載

し
た
。
そ
れ
を
知
っ
た
維

新
の
会
の
吉
村
洋
文
氏
が

ツ
イ
ー
ト
す
る
。
吉
村
知

事
は
平
井
さ
ん
が「
従
軍

慰
安
婦
」「
史
実
に
反
す

る
強
制
連
行
」を
教
え
て

い
る
と
批
判
し
、拡
散
し

た
。
し
か
し
平
井
さ
ん
は

教
科
書
に
書
い
て
あ
る

「
慰
安
婦
」と
い
う
言
葉

を
使
っ
た
だ
け
な
の
だ
。

　

平
井
さ
ん
は
校
長
や
各

方
面
か
ら
批
判
を
受
け
、

「
文
書
訓
告
」の
受
け
る
こ

と
に
な
る
。
し
か
し
彼
女

は
謝
罪
は
し
な
い
。
も
し

謝
罪
す
れ
ば
子
ど
も
た
ち

を
欺
い
た
こ
と
に
な
る
と

思
っ
た
か
ら
だ
。

　

最
後
に
も
う
一人
、東
京

大
学
名
誉
教
授
伊
藤
隆

氏
。
私
は
ま
っ
た
く
知
ら

な
か
っ
た
が
、日
本
近
現
代

史
の
重
鎮
だ
そ
う
だ
。

「
歴
史
か
ら
何
を
学
ぶ
ん

で
す
か
」
と
い
う
問
に
、

「
学
ぶ
必
要
は
な
い
ん
で

す
」と
答
え
て
い
る
。
彼

に
は
多
く
の
教
え
子
が
い

る
そ
う
だ
が
、そ
れ
で
よ
い

の
だ
ろ
う
か
。

続・映
画
の
中
の
教
師
た
ち 

�

「
教
育
と
愛
国
」監

督　

斉
加
尚
代

２
０
２
２
年　

日
本
映
画

誰もが尊重される
平和で豊かな社会を目指して

「静岡県　平和展・戦争展交流会」

平井美津子さん
（提供 合同会社きろくびと）


